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煙突高さ 

 

清掃工場（焼却施設）における煙突とは、ごみを燃やしたときに発生する排ガスを大気へ

放出し、大気拡散効果により排ガスを拡散希釈させるものです。 

今回、煙突高さは、「排ガス拡散－生活環境への影響」、「景観や周辺住民への影響」及

び「コスト」を考慮し、決定していきます。 

 

１．煙突高さ設定の考え方 

（１）排ガス拡散－生活環境への影響 

煙突高さは、煙突から排出される排ガスの拡散により、生活環境に影響が少ないこと

を前提条件に設定していきます。排ガスの拡散効果は、煙突高さ、排ガスの温度、煙突

出口の排ガス速度等によって変わります。 

 
※着地点の距離はあくまでもイメージである。 

図１ 煙突高さと排ガスの拡散について（イメージ図） 
 

また、煙突出口の排ガス速度が周囲の風速よりも小さく、排煙温度が低い場合には、

煙突の風下側に生じる空気の渦に巻き込まれるダウンウォッシュ現象（図２参照）がお

きる可能性がありますが、現象がおきないように、排ガス速度を適切に設定していくこ

とで回避することができます。さらに、付近の建造物等によって発生する空気の渦に巻

き込まれるダウンドラフト現象（図３参照）により、大気中に広く拡散されるはずの排

ガスが煙突周辺に、もしくは地表付近に留まり局地的に排ガス濃度を高める可能性もあ

りますが、煙突高さが清掃工場（焼却施設）の建物高さの1.5～2.5倍の場合は影響が少な

いないものとされています。 
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※出典：「よくわかる臭気指数規制 2号基準」（環境省） 

図２ ダウンウォッシュ現象 
※出典：「よくわかる臭気指数規制 2号基準」（環境省） 

図３ ダウンドラフト現象 
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参考資料として、煙突高さを59mとした場合の生活環境への影響を、他事例の生活環境

影響調査結果を基に整理しました。 

【参考資料 生活環境への影響】 

新清掃工場と同規模施設の新武蔵野クリーンセンターにおける、生活環境影響調査時の

排ガス自主規制値と排ガス影響の予測結果を表１及び表２に示します。 
 

新武蔵野クリーンセンター（仮称） 生活環境影響調査書 概要版 参照 

処理方式：ストーカ方式   施設規模：120ｔ/日   煙突高さ：59ｍ 
 

表１ 生活環境影響調査における排ガス自主規制値 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

表２ 施設の稼働による大気質濃度の予測結果<長期平均濃度> 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
※①バックグラウンド濃度：施設が整備される前（現状）の値。 

※②本施設による付加濃度：施設を整備した場合に、バックグラウンド濃度に付加される最大濃度。 

※③将来濃度：施設を整備した場合の最大濃度。バックグラウンド濃度と付加濃度の合計値。 

※④付加率：将来濃度に対する付加濃度の割合。 

※環境保全目標：人の健康の保護及び生活環境の保全のうえで維持されることが望ましいとされる国の環境基準に基づ 

いた生活環境の保全上の目標 

※年平均値：測定結果の 1年間の平均値。1 年間に測定された欠測を除くすべての１時間値を合計した数値を、その年度 

の測定時間数で割り算して、最小単位（0.001ppm等）未満を四捨五入して得られる算術平均値。 

※日平均値：測定結果の 1日間の平均値。1 日間に測定された欠測を除くすべての１時間値を合計した数値を、その 1日 

の測定時間数で割り算して、最小単位（0.001ppm等）未満を四捨五入して得られる算術平均値。 

※塩化水素の環境保全目標（環境基準等）は、参考として環境庁大気保全局長通達（ 昭和 52 年 6 月 16 日環大規第 136号） 

で示されている目標環境濃度 0.02ppmとしている。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

図４ 排ガスの拡散について（イメージ図） 
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表２をみると、煙突高さ 59ｍで、排ガス自主規制値を基に将来濃度【③】を予測した結

果、将来濃度【③】に対する本施設による付加濃度【②】（付加率【④】）は、0.1～1.1％

と微量であり、かつ、環境保全目標（環境基準等）を十分に満足しています。 

さらに、本市では、排ガス自主規制値（排ガス設計基準値）を武蔵野市より同等もしく

は厳しい値に設定することを目標としていることから、煙突高さを 59ｍにした場合でも、

排ガスによる生活環境への影響は十分に少ないものと考えます。  
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（２）景観や周辺住民への影響 

   煙突は高い方が生活環境への排ガス影響は少なくなる傾向にありますが、煙突を高く

設定しすぎると圧迫感のある目立った存在となり、建屋とのバランスも悪くなります。 

   また、参考資料のように煙突高さを60ｍ以上にした場合には、航空障害灯や昼間障害

標識を設置する必要があるため、特に夜間に関しては周辺住民への影響にも考慮する必

要があります。 

 

【参考資料 航空障害灯／昼間障害標識】 

   日本では航空機の航行の安全や航空機による運送事業などの秩序の確立を目的に「航

空法」が定められており、物件（鉄塔、アンテナ、煙突等の付属品を含む）の地上から

の高さによって、「航空障害灯」または「昼間障害標識」の設置が義務づけられています。 

表３に航空障害灯及び昼間障害標識の設置条件等を整理しました。 

 

表３ 航空障害灯／昼間障害標識の設置条件等 

 

 ※１：航空障害灯の種類 

 

 

 

 

 

 

 
 ※２：昼間障害標識 

60ｍ以上の物件のうち、その幅が高さの 10分の 1以下の場合は、昼間障害標識（赤白塗料）が
義務づけられているが、中光度白色航空障害灯を設置し、日中点灯することで赤白塗料を省略す
ることができる。 

 
※３ その他、周辺物件の立地状況や国土交通大臣が認めた場合等によって、航空障害灯または昼

間障害標識の設置を免除あるいは省略することができる。 

  

設置 高さ 60ｍ未満

条件 幅 規定なし
高さの

10分の1より大きい

要 要 要

(中光度赤色及び低光度) (中光度白色) (低光度）

要 要

(赤白色塗料)※２ (日中点灯)※２

60ｍ以上～150ｍ未満

高さの10分の1以下

イメージ

航空障害灯※１ 不要

昼間障害標識 不要 不要

【単位の説明】 
・cd（カンデラ）：光源の明るさを示す。 
 〈例〉500cd … 一般的な住宅のリビングで視聴するテレビ 

種類 灯光 配光 点灯時間 実効光度 閃光回数

不動光

（光りっぱなし）

明滅光

（ついたり消えたり）

閃光

（一定の間隔で発光）
中光度白色 航空白 常時 1500cd～2500cd 20～60回/分

航空赤 夜間 10cd～150cd -

中光度赤色 航空赤 夜間 1500cd～2500cd 20～60回/分

低光度
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①八王子市 北野清掃工場 

煙突高さ 59ｍ  

煙突幅 - 

航空障害灯 不要 

昼間障害標識 不要 

※市ホームページ参照 

 

②前橋市 六供清掃工場 

煙突高さ 80ｍ  

煙突幅 高さの 1/10以下 

航空障害灯 要 

昼間障害標識 要（赤白色塗料） 

※パンフレット参照 

 

③立川市 清掃工場 

煙突高さ 100ｍ  

煙突幅 高さの 1/10以下 

航空障害灯 要 

昼間障害標識 要（中光度白色） 

※パンフレット及び実写真参照 

※航空障害灯は『中光度赤色及び低光度』 

に減光 

 

④ふじみ衛生組合 クリーンプラザふじみ 

煙突高さ 100ｍ  

煙突幅 高さの 1/10より大きい 

航空障害灯 要 

昼間障害標識 不要 

※パンフレット参照 

図５ 他事例の煙突高さ及び航空障害灯／昼間障害標識の設置状況 
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（３）コスト 

煙突は高い方が生活環境への排ガス影響は少なくなる傾向にありますが、煙突高さが

高くなればなるほど、煙突の建設費用が高くなります。 

 

２．他事例における煙突高さ 

（１）事例 

関東区域（東京、埼玉、神奈川）における、主な清掃工場（焼却施設）（これから稼働

する清掃工場（焼却施設）を含む）を表４に整理しました。 

なお、清掃工場（焼却施設）の施設規模は 300t/日未満のみを対象としております。 

   また、表４で整理した他事例の施設規模と煙突高さの分布を図６に示しております。 
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図６ 関東区域における施設規模 300t/日未満の 

主な清掃工場（焼却施設）の施設規模と煙突高さの分布 

 

図６をみると、300ｔ/日未満では全ての施設が 100ｍ以下に設定しており、新清掃工場と

同規模の 100ｔ/日以上～200ｔ/日未満の施設においては、そのほとんどが 59ｍに設定してお

ります。 

 

３．煙突高さの設定 

（１）煙突高さ 59ｍと 100ｍの比較 

「１．煙突高さ設定の考え方」に基づき、煙突高さ 59ｍと 100ｍを比較した結果を表５

に整理しました。 

 

表５ 煙突高さ 59ｍと 100ｍの比較 

 

       ※ 小平・村山・大和衛生組合 焼却炉 3号炉の 60ｍもここでは 59ｍとしてカウントしている。 

 

一般的に煙突高さが高くなればなるほど、生活環境への排ガスの影響は少なくなる傾向

にありますが、排ガスの公害防止基準値が、本市が目標としているように、十分に小さい

場合には、煙突を高くすることによる効果はあまりないと考えられます。 

また、一般的に施設規模と排ガス量は比例関係にあるため、100ｔ/日以上～200ｔ/日未

満規模の比較的コンパクトな施設においては、煙突高さを 59ｍに設定する施設が多いと考

えられます。 

50

60

70

80

90

100
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0 100 200 300

煙
突
高
さ
（ｍ
）

施設規模（ｔ/日）

煙突高さ 59ｍ 100ｍ

生活環境への影響 影響は十分に少ない 影響は十分に少ない

航空障害灯の設置 不要 必要

昼間障害標識の設置 不要 幅によって必要

景観への影響 小さい 大きい

コスト 低い 高い

表４に示す他事例の施設規模
100ｔ/日以上～200ｔ/日未満の
施設

11事例中9事例 ※ 11事例中2事例
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以上、「１．煙突高さ設定の考え方」、「２．他事例における煙突高さ」及び新清掃工場に

おける排ガス設計基準値（案）を基に検討した結果、新清掃工場における煙突高さは 59ｍ

とします。 

なお、煙突高さについては、第 2 回新清掃工場整備基本計画検討委員会で確認いただい

た、「大気汚染」「日影」「電波障害」「景観」の生活環境影響調査における調査・予測結果

を基に、必要に応じて、見直しを行います。 


